
重
防
）
と
歯
周
病
安
定
期
治

療
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）
と
の
関
係
、
有

床
義
歯
の
再
製
作
に
お
け
る

取
り
扱
い
の
変
更
な
ど
に
つ

い
て
も
説
明
。
各
項
目
に
お

け
る
指
導
時
の
指
摘
事
項
や

算
定
上
の
留
意
点
、
審
査
上

返
戻
・
査
定
に
な
り
や
す
い

点
数
の
解
説
も
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
再
治
療
に
関
す
る

考
え
方
・
算
定
方
法
と
し
て
、

抜
髄
後
の
再
歯
内
療
法
、
再

度
の
シ
ー
ラ
ン
ト
処
置
、
複

診
療
禁
止
等
基
礎
的
な
内
容

に
つ
い
て
も
触
れ
た
。

改
定
の
整
理
と
し
て
、
初

診
料
の
注
１
に
お
け
る
院
内

感
染
防
止
対
策
に
関
す
る
講

習
義
務
、
診
療
の
起
点
と
な

る
初
診
料
算
定
の
取
り
扱

い
、
歯
科
疾
患
管
理
料
の
算

定
要
件
の
変
更
、
各
種
処
置

の
算
定
回
数
な
ど
を
詳
説
し

た
。
　
前
回
改
定
で
新
設
さ
れ
た

歯
周
病
重
症
化
予
防
治
療（
Ｐ

事
が
講
師
を
務
め
、
改
定
内

容
の
再
確
認
、
改
定
以
降
に

出
さ
れ
た
疑
義
解
釈
の
整
理
、

日
常
診
療
・
レ
セ
プ
ト
請
求

上
の
留
意
点
等
に
つ
い
て
解

説
。
療
養
担
当
規
則
や
混
合

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

講
習
会
前
半
は
、
清
水
理

　
は
じ
め
に
、
三
浦
歯
科
部

長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

や
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
等
で
厳
し

い
経
営
状
態
が
続
い
て
い
る

が
、
本
日
の
講
習
会
を
通
し

て
今
後
の
診
療
や
請
求
に
役

数
回
の
知
覚
過
敏
処
置
、
口

腔
内
装
置
の
再
製
作
、
再
度

の
充
形
・
修
形
の
算
定
や
再

度
の
義
歯
製
作
お
よ
び
義
歯

修
理
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙

げ
て
解
説
し
た
。

　
こ
の
他
、
審
査
機
関
が
公

表
し
て
い
る
審
査
情
報
提
供

事
例
に
つ
い
て
、
日
常
診
療

で
使
用
頻
度
の
高
い
項
目
を

抜
粋
し
て
紹
介
し
た
。

　
最
後
に
審
査
支
払
機
関
に

お
い
て
本
年
９
月
診
療
分
以

降
の
電
子
レ
セ
プ
ト
を
対
象

と
し
て
実
施
が
始
ま
っ
た「
振

替
・
分
割
」
に
つ
い
て
説
明
。

記
号
・
番
号
な
ど
の
資
格
が

変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
「
新
資
格
へ
の
振
替
」「
新

旧
の
保
険
者
へ
分
割
」
に
よ

る
請
求
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
紹
介
し
た
。

　
結
果
と
し
て
こ
れ
ま
で
返

戻
と
な
っ
て
い
た
資
格
喪
失

後
の
受
診
レ
セ
プ
ト
は
「
新

資
格
が
判
明
し
た
場
合
は
公

費
負
担
の
あ
る
レ
セ
プ
ト
な

ど
の
例
外
を
除
き
、
レ
セ
プ

ト
が
返
戻
さ
れ
る
こ
と
な
く

新
資
格
へ
請
求
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
医
療
機
関
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
」

旨
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
後
半
は
、
田
辺
歯
科
副
部

長
よ
り
、
来
年
４
月
の
令
和

４
年
歯
科
診
療
報
酬
改
定
に

つ
い
て
、
中
医
協
で
進
め
ら

れ
て
い
る
議
論
の
内
容
や
方

向
性
な
ど
を
、
こ
れ
ま
で
保

団
連
副
会
長
と
し
て
厚
労
省

に
交
渉
を
行
っ
て
き
た
印
象

を
含
め
説
明
と
報
告
が
あ
っ

た
。次

期
改
定
に
つ
い
て
は「
中

医
協
の
議
論
が
例
年
に
比
べ

て
か
な
り
遅
れ
て
い
る
」
と

指
摘
。
現
時
点
で
は
「
個
別

事
項
（
そ
の
１
）」（
７
月
21

日
）
で
金
パ
ラ
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
ほ
か
は
、「
歯
科

医
療
（
そ
の
１
）」
し
か
出
さ

れ
て
お
ら
ず
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
と
し
て
、

「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
強

化
型
歯
科
診
療
所
」
の
施
設

基
準
要
件
や
周
術
期
を
例
に

医
科
歯
科
連
携
の
推
進
に
つ

い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る

と
紹
介
し
た
。

　
ま
た
、
口
腔
疾
患
の
重
症

化
予
防
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｔ
、Ｐ
重
防

が
、
口
腔
機
能
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
小
児
口
腔
機
能
管

理
料
、
口
腔
機
能
管
理
料
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
次
回
改
定

で
変
更
が
予
想
さ
れ
る
と
話

し
た
。

　
講
習
会
終
了
後
、
参
加
者

か
ら
は
「
天
候
の
心
配
や
移

動
の
負
担
な
く
参
加
で
き
て

良
か
っ
た
」「
算
定
の
細
か
な

要
点
が
理
解
で
き
た
」「
次
期

改
定
で
は
大
幅
な
改
善
を
望

む
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。

北 海 道 保 険 医 新 聞

岸
田
首
相
は
自
民
党
総
裁

選
挙
時
よ
り
新
自
由
主
義
か

ら
の
脱
却
と
所
得
の
再
分
配

を
訴
え
、
看
護
、
介
護
、
保

育
に
携
わ
る
人
へ
の
収
入
増

を
打
ち
出
し
、
ま
た
財
源
と

な
る
金
融
所
得
課
税
等
の
見

直
し
も
訴
え
て
い
た
。
今
回

の
衆
議
院
選
挙
で
自
民
党
は

改
選
前
よ
り
議
席
数
は
減
ら

し
た
も
の
の
絶
対
安
定
多
数

の
２
６
１
議
席
を
獲
得
し
た
。

選
挙
後
は
財
源
の
話
は
聴
こ

え
て
こ
な
い
▼
介
護
士
、
保

育
士
の
給
料
は
全
産
業
平
均

よ
り
１
割
以
上
低
く
、
政
府

は
看
護
師
も
含
め
月
額
３
％

程
度
の
給
料
の
引
き
上
げ
を

考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
看
護

師
、
介
護
士
の
給
料
改
善
に

は
診
療
・
介
護
報
酬
の
引
き

上
げ
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ

ら
の
見
直
し
は
、
利
用
者
負

担
を
増
加
さ
せ
る
側
面
も
あ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
不
況
に
見

舞
わ
れ
て
い
る
今
、
国
民
を

ど
の
よ
う
に
納
得
さ
せ
る
の

か
▼
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
は
企

業
の
収
益
増
加
が
給
料
の
増

加
に
な
る
と
い
う
「
ト
リ
ク

ル
ダ
ウ
ン
」
が
謳
わ
れ
た
が
、

こ
れ
は
起
こ
ら
ず
企
業
の
内

部
留
保
に
回
っ
た
だ
け
で

あ
っ
た
▼
岸
田
首
相
が
再
分

配
を
訴
え
る
の
で
あ
れ
ば
看

護
、
介
護
、
保
育
等
の
職
員

の
み
な
ら
ず
国
民
全
体
の
収

入
を
増
や
し
、
そ
の
財
源
と

し
て
大
企
業
等
に
対
す
る
課

税
の
見
直
し
も
必
要
で
は
な

い
か
。

加藤 康夫

（
Ｙ
Ｉ
）

2021年（令和3年）12月5日

11
月
27
日「
歯
科
保
険
請
求
・
審
査
等
に
関
す
る
講
習
会
」を
開
催
し
、

全
道
か
ら
２
７
０
名
の
会
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、日
常
臨
床
に
お
け
る
点
数
算
定
や
レ
セ
プ
ト
請
求

等
の
留
意
点
、さ
ら
に
中
医
協
で
協
議
が
進
む
次
期
歯
科
診
療
報
酬

改
定
の
方
向
性
に
つ
い
て
解
説
を
行
っ
た
。

（1）第965号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）

主な目次

解
説
「
小
児
の
在
宅
医
療
、
重
点

外
来
医
療
機
関
な
ど
を
議
論
」

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
会
員
訪
問

●
接
遇
・
電
話
対
応
マ
ナ
ー
講
座

●
２
０
２
１
年
度
支
部
長
会

時
論「
歯
科
医
療
費
総
枠
拡
大

に
資
す
る
改
定
を
」

●
…
面
２

●
…
面
３

●
…
面
４

11
月
13
日
「
歯
科
医
療
安

全
・
各
種
届
出
に
係
る
研
修

会
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
、
会
員
２
５
０
名
が
参
加

し
た
。

　
本
研
修
会
は
６
月
に
開
催

し
て
以
降
、
再
度
開
催
の
要

望
・
問
合
せ
が
続
き
、
ウ
ェ

ブ
に
よ
る
動
画
配
信
で
２
回

目
の
開
催
と
な
っ
た
。

第
１
部「
歯
科
医
療
安
全
に

関
す
る
研
修
会
」
は
、
小
堀

理
事
が
講
師
を
務
め
、
歯
科

診
療
所
に
お
け
る
医
療
安
全

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
院

内
の
医
療
安
全
指
針
の
策
定

や
従
業
員
に
対
す
る
研
修
の

実
施
方
法
を
解
説
し
た
。
昨

年
４
月
よ
り
義
務
化
さ
れ
た

診
療
用
放
射
線
に
係
る
安
全

管
理
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
。
　
第
２
部
「
歯
科
各
種
施
設

基
準
届
出
に
係
る
研
修
会
」

は
、
北
海
道
医
療
大
学
の
川

上
智
史
教
授
（
歯
学
部
口
腔

機
能
修
復
・
再
建
学
系
高
度

先
進
保
存
学
分
野
）
を
講
師

に
迎
え
、
歯
科
外
来
診
療
に

お
け
る
環
境
体
制
の
整
備
、

医
療
事
故
へ
の
対
応
、
さ
ら

に
歯
科
訪
問
診
療
の
現
状
、

認
知
症
高
齢
者
の
治
療
上
の

留
意
点
、
う
蝕
や
歯
周
病
の

重
症
化
予
防
等
に
つ
い
て
解

説
。
歯
科
領
域
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
留
意
点
を
述
べ
た
。

　
本
研
修
会
を
受
講
す
る
こ

と
に
よ
り
「
医
療
機
関
管
理

者
の
医
療
安
全
確
保
の
た
め

の
措
置
」「
放
射
線
の
過
剰
被

ば
く
そ
の
他
の
放
射
線
診
療

に
関
す
る
事
例
発
生
時
の
対

応
」「
院
内
感
染
防
止
対
策
」

「
歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制
」

「
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療

所
」「
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機

能
強
化
型
歯
科
診
療
所
（
か

強
診
）」
に
係
る
各
種
届
出
の

研
修
要
件
が
満
た
さ
れ
る
。

　
研
修
会
終
了
後
、
受
講
要

件
を
満
た
し
た
参
加
者
に
修

了
証
書
が
送
付
さ
れ
た
。

コロナワクチン接種体制支援事業

　現在「令和３年度新型コロナウイルス感染症緊急包
括支援事業」の一環として、「北海道新型コロナウイル
スワクチン接種体制支援事業」が実施されている。
　事業の進展と共に、接種対象者・各医療機関の接
種回数は減少しているが、支援金の支給要件は各期
で同じとなっている。特に診療所の支給要件である
「週１００件（もしくは１５０件）以上を４週間以上実
施」は、一部で薬剤提供の滞った期間は要件を満たせ
ない医療機関もあった。
　この状況を受けて本会は、10月29日に厚労大臣、
道知事へ「支給要件の緩和」「接種の実績数に関わら
ず接種体制を執ったことへの評価」「給付の迅速な支
給」など、医療機関への経済的な支援と、制度の改善
を図り活用可能な事業としての継続を要請した。 

読
後
感

●

歯
科
保
険
請
求
・
審
査
等
に
係
る
講
習
会

請
求
の
留
意
点
次
期
改
定
の
方
向
性
を
解
説

診
療
・
請
求
上
の

　
　
　
　
　

留
意
点

電
子
レ
セ
プ
ト
の

　
　
「
振
替
・
分
割
」

次
期
改
定
の
方
向
性

2021年10月29日

厚生労働大臣　後　藤　　茂　之　様

北海道知事　　鈴　木　　直　道　様

一般社団法人北海道保険医会

会　　長　加　藤　　康　夫

政策部長　伊　藤　　正　美

新型コロナウイルスワクチン接種体制支援事業の要件緩和の要請

拝啓、日頃の医療行政へのご尽力に敬意を表します。

　本会は保険診療に携わる全道の医師・歯科医師併せて3,300名が加入し、医療制度の

充実、地域医療の向上を目指し活動を行っている団体です。

　現在「令和3年度新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業」の一環として、ワク

チンの効果的・効率的な接種を進めることを目的に、「北海道新型コロナウイルスワ

クチン接種体制支援事業」が実施されております。第2期が終了し、現在第3期の対象

期間となっております。同事業は5月から第1期が開始されましたが、事業の進展と共

に国民、北海道民の接種数が急速に上昇し、北海道での10月20日時点の接種率は1回
目が74.4％、2回目が65.4％となりました。それに伴い、接種対象者が減少しはじめ、

各医療機関の接種回数も減少しておりますが、支援金の支給要件は各期で同じです。

特に診療所における「週100件（もしくは150件）以上を4週間以上実施」との支給要

件は、一部で薬剤提供の滞った第2期及び第3期では要件を満たせない施設が多くなっ

ています。

通常の診療に個別接種を組み入れることは、診療体制・診療時間の調整、スタッフ

の確保、予診票の集計並びに送付など医療機関にとって非常に重い負担です。また、

接種回数に関わらず一定の受け入れ体制を確保しなければならないことを考えると、

接種実績数だけではなく接種体制を執ったことへの評価も加えるべきと考えます。同

ワクチンに関しては、既に年内に3回目の接種を始めるべく準備が進み、さらに11月よ

り本格的に始まるインフルエンザワクチン接種の接種協力体制を確保するため、医療

現場では相応の経済的な支援策が引き続き必要です。

つきましては、下記の通り支給要件を緩和と制度の改善を図り、活用可能な支援事

業として継続されることを求めます。感染の一刻も早い終息を実現させるためにも行

政と医療機関の連携強化を図るべく迅速、的確な改善を要請致します。

記

１．令和3年度新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業（医療分）実施要綱の（21）
「新型コロナウイルスワクチン接種体制支援事業のウ 内容（イ）個別接種促進のた

めの支援」における「4週間以上」の要件を「2週間以上」に緩和すること。

２．第2期及び第3期において、同項の「50回以上／日」を「40回以上／日」に緩和す

ること。

３．接種の実績数に関わらず接種体制を執った日への評価を新たに加えること。

４．給付金の増額と迅速な支給を行うこと。

以上

へ要件緩和を要請厚労大臣
道  知  事

要
望
を
受
け
２
回
目
開
催

歯
科
医
療
安
全・各
種
届
出
に
係
る
研
修
会



は
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
装
着
患
者
の
転

院
搬
送
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
「
実
態
に
見
合
っ

た
内
容
に
す
べ
き
」
と
し
て

い
る
。

て
も
見
直
す
方
針
だ
。
搬
送

元
の
医
療
機
関
の
入
院
患
者

を
他
院
に
搬
送
し
た
場
合
に

は
算
定
で
き
な
い
取
り
扱
い

だ
が
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
で

指
導
管
理
が
包
括
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
小
児
の
末
期

が
ん
患
者
へ
の
対
応
評
価
が

要
望
さ
れ
た
。

　

救
急
搬
送
診
療
料
に
つ
い

児
で
は
緊
急
の
往
診
が
必
要

と
な
る
疾
患
が
成
人
と
異
な

る
」
と
し
て
、
同
加
算
の
見

直
し
を
提
案
し
た
。
診
療
側
・

支
払
側
か
ら
は
異
論
が
出
さ

れ
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
小
児
に
対
す
る
在

宅
で
の
が
ん
治
療
は
、
疼
痛

な
ど
の
症
状
緩
和
が
容
易
で

は
な
く
、
オ
ピ
オ
イ
ド
を
積

極
的
に
使
用
す
る
必
要
が
あ

る
点
や
、
輸
血
量
が
多
い
な

ど
の
特
徴
も
報
告
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
小
児
末
期
が
ん

患
者
に
対
す
る
在
宅
医
療
の

　
在
宅
分
野
で
は
小
児
患
者

に
対
す
る
診
療
（
緊
急
往
診

加
算
、
在
宅
が
ん
医
療
総
合

診
療
料
）
や
救
急
搬
送
診
療

料
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
「
緊
急
往
診
加
算
」
は
、
診

療
時
間
内
に
往
診
を
求
め
ら

れ
た
際
に
、
外
来
診
療
を
停

止
し
て
対
応
す
る
こ
と
を
評

価
し
た
も
の
で
あ
り
、
対
象

患
者
の
病
態
が
定
め
ら
れ
て

い
る　
　

。
厚
労
省
は
「
小

評
価
と
し
て
、「
在
宅
が
ん
医

療
総
合
診
療
料
」
が
議
論
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
も
、
診
療

側
は
注
射
に
よ
る
鎮
痛
療
法

や
専
門
的
な
在
宅
療
養
上
の
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歯
科
医
療
費
総
枠
拡
大

に
資
す
る
改
定
を

　
令
和
４
年
診
療
報
酬
改

定
に
向
け
て
中
医
協
で
議

論
が
進
ん
で
い
る
が
、
例

年
に
比
べ
て
か
な
り
遅
れ

て
い
る
。
当
初
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
あ
れ
ば
、
医
療

技
術
評
価
分
科
会
で
の
議

論
を
除
き
、
11
月
中
に
取

り
ま
と
め
を
行
い
、
12
月

に
は
総
会
に
報
告
の
予
定

で
あ
っ
た
。
歯
科
に
つ
い

て
は
、
７
月
21
日
の
「
個

別
事
項
（
そ
の
１
）」
で
金

パ
ラ
逆
ザ
ヤ
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
ほ
か
は
、「
歯

科
医
療
（
そ
の
１
）」
が
８

月
４
日
に
出
さ
れ
て
以
降
、

あ
ま
り
進
捗
が
な
く
「
歯

科
医
療
（
そ
の
２
）」
は
12

月
と
の
情
報
も
あ
る
。

れ
る
た
め
に
改
善
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
必
要
最
低

限
の
事
項
だ
。

　
ま
た
、
11
月
４
日
に
開

催
さ
れ
た
医
療
技
術
評
価

分
科
会
で
歯
科
の
評
価
の

対
象
と
な
る
も
の
の
中
で
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー

や
ジ
ル
コ
ニ
ア
等
の
非
金

属
材
料
に
よ
る
修
復
の
提

案
が
多
か
っ
た
こ
と
が
特

筆
さ
れ
よ
う
。
金
パ
ラ
問

題
の
解
決
の
一
助
と
し
て
、

保
険
導
入
に
向
け
て
の

要
請
が
重
要
と
な
ろ
う
。

残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い

が
、
こ
れ
ら
の
要
求
実
現

に
向
け
て
の
行
動
と
厚
労

省
要
請
が
重
要
な
カ
ギ
に

な
る
。

　
金
パ
ラ
に
つ
い
て
、
随

時
改
定
Ⅱ
を
行
う
か
否
か

の
変
動
幅
15
％
の
根
拠
が
、

今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
。

「
頻
回
な
告
示
価
格
の
改

定
に
よ
っ
て
生
じ
る
医
療

機
関
に
お
け
る
シ
ス
テ
ム

改
修
等
の
事
務
負
担
に
配

慮
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
改

定
を
行
わ
な
い
た
め
に
15

％
に
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

ま
た
、
参
照
す
る
合
金
素

材
価
格
も
４
〜
６
月
前
と

古
い
デ
ー
タ
を
使
っ
て
い

る
こ
と
の
２
つ
が
逆
ザ
ヤ

を
生
む
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
是
正
を
９

月
の
厚
労
省
と
の
懇
談
で

は
強
く
申
し
入
れ
た
が
、

再
度
の
要
請
が
必
要
で
あ

る
。

　
「
歯
科
医
療
（
そ
の
１
）」

で
は
、「
か
か
り
つ
け
歯
科

医
機
能
強
化
型
歯
科
診
療

所
」
の
施
設
基
準
要
件
や

周
術
期
を
例
に
医
科
歯
科

連
携
の
推
進
に
つ
い
て
議

論
が
行
わ
れ
、
口
腔
疾
患

の
重
症
化
予
防
で
は
、
歯

周
病
安
定
期
治
療
、
歯
周

病
重
症
化
予
防
。
口
腔
機

能
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

小
児
口
腔
機
能
管
理
料
、

口
腔
機
能
管
理
料
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
奇
し
く
も
、

10
月
の
厚
労
省
要
請
で
意

見
交
換
を
予
定
し
て
い
た

内
容
で
、
診
療
内
容
、
技

術
に
関
係
の
な
い
歯
科
医

療
機
関
格
差
を
是
正
し
、

全
て
の
患
者
・
国
民
が
同

じ
医
療
を
等
し
く
受
け
ら

果
的
に
入
院
医
療
の
強
化
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
「
入

院
医
療
で
評
価
す
る
方
向
性
」

を
診
療
側
が
主
張
。
一
方
で
、

支
払
側
は
患
者
の
受
療
行
動

の
変
化
や
医
師
の
働
き
方
改

革
が
進
む
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
「
入
院
医
療
を
評

価
す
る
目
的
で
は
な
い
は
ず

だ
」
と
釘
を
さ
し
た
。

に
し
た
も
の
で
、
診
療
側
は

「
患
者
負
担
が
増
え
て
も
病
院

の
収
益
に
つ
な
が
る
仕
組
み

で
は
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
、

病
院
へ
の
不
信
感
を
抱
か
せ

な
い
よ
う
、
国
に
よ
る
周
知

徹
底
を
求
め
た
。

　
重
点
外
来
を
基
幹
的
に
担

う
医
療
機
関
の
評
価
で
は
、

外
来
医
療
が
限
定
さ
れ
、
結

患
者
の
定
額
負
担
「
追
加
」

徴
収
額
に
つ
い
て
は
、
初
診

２
０
０
０
円
、
再
診
５
０
０

円
が
概
ね
妥
当
と
の
意
見
が

あ
が
っ
た
。

　
紹
介
率
・
逆
紹
介
率
の
低

い
大
病
院
へ
の
減
算
を
参
考

と
反
論
す
る
も
、
支
払
側
は

「
医
療
資
源
の
投
入
量
や
患
者

の
状
態
に
違
い
が
あ
る
な
ら

ば
勘
案
し
て
議
論
し
て
い
く

べ
き
」
と
述
べ
た
。

　
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
入
院
料
に
つ
い

て
は
、
入
院
料
５
お
よ
び
６

が
注
目
さ
れ
た
。
新
規
届
出

時
は
入
院
料
の
５
か
６
で
始

め
、
そ
の
後
の
実
績
に
よ
っ

て
上
位
の
入
院
料
に
変
更
で

き
る
仕
組
み
だ
が
、
届
出
以

降
上
位
の
区
分
へ
変
更
し
て

い
な
い
医
療
機
関
が
存
在
す

る
こ
と
を
支
払
側
は
問
題
視
。

入
院
料
５
お
よ
び
６
を
算
定

で
き
る
上
限
年
数
を
設
け
る

べ
き
と
の
声
が
あ
が
る
も
意

見
が
割
れ
た
。

　
　
　

◇　

◇　

◇

　
次
期
改
定
に
向
け
て
、様
々

な
診
療
報
酬
上
の
評
価
の
新

設
・
見
直
し
が
検
討
さ
れ
、

今
後
の
議
論
に
注
視
が
必
要

だ
。

要
望
し
、
議
論
は
平
行
線
を

辿
っ
た
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院

料
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
の
評
価
の
在
り

方
な
ど
も
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院

料
は
①
急
性
期
治
療
を
経
過

し
た
患
者
の
受
入
れ
②
在
宅

で
療
養
を
行
っ
て
い
る
患
者

等
の
受
入
れ
③
在
宅
復
帰
支

援―

の
３
つ
の
機
能
を
担
う
。

し
か
し
、
自
宅
か
ら
の
入
棟

が
少
な
い
な
ど
、
医
療
機
関

に
よ
っ
て
受
け
入
れ
経
路
や

支
援
に
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

①
〜
③
の
う
ち
一
部
の
機
能

し
か
担
っ
て
い
な
い
場
合
は
、

点
数
に
「
メ
リ
ハ
リ
」
を
つ

け
る
べ
き
と
支
払
側
は
意
見

し
た
。
診
療
側
は
「
３
つ
の

機
能
を
均
等
に
果
た
す
こ
と

を
評
価
し
た
も
の
で
は
な
い
」

　
入
院
分
野
で
は
、
急
性
期

入
院
医
療
を
テ
ー
マ
に
し
た

議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
改

定
の
「
手
直
し
」
に
と
ど
め

る
べ
き
と
主
張
す
る
診
療
側

に
対
し
、
２
０
２
４
年
か
ら

始
ま
る
第
８
次
医
療
計
画
に

向
け
「
必
要
な
改
定
を
実
施

す
べ
き
」
と
意
見
を
譲
ら
な

い
支
払
側
で
意
見
が
再
び
対

立
す
る
格
好
と
な
っ
た
。

　
診
療
側
は
、
コ
ロ
ナ
患
者

を
受
け
入
れ
た
こ
と
で
病
床

稼
働
率
を
８
割
維
持
で
き
な

い
病
院
も
あ
り
、
経
営
が
成

り
立
た
な
い
現
状
を
問
題
視
。

医
療
機
関
が
疲
弊
し
て
い
る

こ
と
か
ら
点
数
の
引
き
下
げ

に
つ
な
が
る
議
論
に
反
対
し

た
。
し
か
し
支
払
側
は
「
治

療
室
の
有
無
に
よ
り
手
術
の

実
績
に
差
が
あ
る
」
と
し
て
、

治
療
室
の
届
出
な
し
の
医
療

機
関
の
評
価
を
見
直
す
よ
う

　
外
来
領
域
で
は
、
主
に
外

来
機
能
の
分
化
の
推
進
に
つ

い
て
議
論
が
進
ん
で
い
る
。

　
厚
労
省
は
、
外
来
機
能
分

化
の
推
進
に
関
し
て
①
紹
介

状
な
し
で
受
診
す
る
場
合
等

の
定
額
負
担
②
紹
介
・
逆
紹

介
の
推
進
③
医
療
資
源
を
重

点
的
に
活
用
す
る
外
来
を
地

域
に
お
い
て
基
幹
的
に
担
う

医
療
機
関
に
係
る
評
価―

の

３
つ
を
論
点
に
提
示
し
た
。

　

大
病
院
へ
の
紹
介
状
な
し

　

厚
労
省
は
来
年
４
月
の
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
、小
児
の
在
宅
医

療
、外
来
機
能
の
分
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
て
い
る
。入
院
分
野

で
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
て
い
る
医
療
現
場
へ
の
配
慮
を
求
め
る
診

療
側
と
、改
定
の
断
行
を
主
張
す
る
支
払
側
で
意
見
が
対
立
し
て
お

り
、動
向
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

図

「緊急往診加算」の
対象患者
　・急性心筋梗塞
　・脳血管障害
　・急性腹症　など

小児において緊急
の往診が必要とな
る主な病態
　・発熱
　・急性の呼吸不全
　・嘔吐
　・けいれん　など

損保商品のご案内

GK 見守るクルマの保険（家庭用自動車総合保険・プレミアムドラレコ型）
プレドラならではの機能を搭載！
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・満79歳まで医師の診査なしでご加入
いただけます
・法人加入もできます
・地震、噴火、津波等の天災によるケガも補償！

ケガや病気により働け
なくなった場合の休業リ
スクに備えられます。

011-231-6281お問い合わせ・資料請求 ： 北海道保険医会 取扱代理店 ： 合同会社 保険医サポート北海道　引受保険会社 ： 三井住友海上火災保険（株）

※各種機能・仕様は開発中のため
　変更となる場合がございます。

解　説

小児の在宅医療、
重点外来医療機関などを議論

診療報酬改定

小
児
末
期
が
ん
の
在
宅
医
療
を
評
価
検
討

紹
介
状
な
し
追
加
負
担「
初
診
２
０
０
０
円
」

急
性
期
医
療　

意
見
割
れ
平
行
線
に

図 緊急の往診を
求められる病態



〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
２
０
２
１
年
度
歯
科
部
関
係
事
業
の
具
体
化
に
つ
い
て

・
歯
科
保
険
診
療
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

  

12
月
実
施
、
内
容
の
確
認
を
行
っ
た

・
歯
科
臨
床
講
演
会

  （
２
／
19
・
土
）
午
後
４
時
〜
５
時
半

②
歯
科
新
点
数
検
討
会
に
つ
い
て

・開
催
日…

２
０
２
２
年
３
月　

日
（
月
）
予
定

　

時
〜　

時
（
Ｗ
ｅ
ｂ
）

③
そ
の
他

・（　

／
５
号
）「
歯
科
保
険
診
療
研
究
」
原
稿
の

確
認

挑
む
姿
勢
」「
チ
ー
ム
ス
ピ

リ
ッ
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
実

技
を
交
え
な
が
ら
接
遇
の
基

本
や
患
者
さ
ん
へ
の
接
し
方

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
わ

か
り
易
く
解
説
し
た
。

　
後
半
の
電
話
対
応
で
は
、

見
え
な
い
相
手
に
も
良
い
印

象
を
与
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ
い
て
、

「
正
確
」「
迅
速
」「
簡
潔
」「
丁

寧
に
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
具

体
的
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
な

が
ら
練
習
を
行
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
職
場
で

即
実
践
で
き
る
事
ば
か
り
で

大
変
参
考
に
な
っ
た
」「
心
遣

い
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
」「
言

葉
遣
い
や
印
象
を
見
直
す
良

い
機
会
と
な
っ
た
。
ま
た
参

加
し
た
い
」
な
ど
、
大
変
好

評
で
あ
っ
た
。

11
月
６
日
、Ａ
Ｎ
Ａ
ビ
ジ
ネ

ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
矢
川

美
惠
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、

「
接
遇
・
電
話
対
応
マ
ナ
ー
講

座
」
を
札
幌
市
内
で
開
催
し

た
。
当
日
は
全
道
各
地
か
ら

17
医
療
機
関
、
58
名
の
ス
タ

ッ
フ
・
医
師
・
歯
科
医
師
が

参
加
し
た
。

　
講
演
で
矢
川
氏
は
、
は
じ

め
に
接
遇
は
お
も
て
な
し
の

心
で
相
手
と
接
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
説
明
。
そ
の

後
「
お
客
様
視
点
」「
仕
事
に

11
月
11
日
、
２
０
２
１
年

度
支
部
長
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
、
支
部
長
11
名
と

加
藤
会
長
を
は
じ
め
執
行
部

14
名
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
岩
見
沢
支
部
と
三

笠
支
部
の
統
合
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
そ
の
後
加
藤
会

長
か
ら
、
事
業
報
告
と
し
て

学
校
健
診
後
治
療
調
査
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

調
査
を
目
的
と
し
た
医
療
機

関
の
経
営
実
態
調
査
を
紹

介
。
治
療
調
査
が
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
や
取
り
組
ん
で
い
る
署

名
活
動
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

　
川
西
総
務
部
長
か
ら
は
、

来
年
度
の
予
算
編
成
、
第
10

回
代
議
員
総
会
に
向
け
た
日

程
な
ど
の
提
案
が
あ
り
、
佐

藤
財
政
部
長
に
よ
り
支
部
活

動
費
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
た
。
続
け
て

各
支
部
長
よ
り
、
今
年
度
の

活
動
報
告
や
来
年
度
の
予
算

へ
の
要
望
等
が
出
さ
れ
た
。

　
組
織
拡
大
の
一
環
と
し

て
、伴
組
織
部
長
か
ら
は
「
労

務
・
雇
用
管
理
」「
医
療
機

関
の
税
務
」
の
そ
れ
ぞ
れ
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
開
業
医
の

た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
」
の

企
画
案
内
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
、
他
の
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い

て
も
一
部
ウ
ェ
ブ
企
画
の
も

の
も
あ
り
、
遠
方
の
先
生
も

参
加
し
や
す
い
環
境
に
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。
菅
野
共

済
部
長
か
ら
は
３
大
共
済
制

度
（
保
険
医
年
金
、
保
険
医

休
業
保
障
共
済
保
険
、
グ

ル
ー
プ
保
険
）
に
加
え
て
、

従
業
員
・
家
族
の
福
利
厚
生

と
し
て
有
用
な
団
体
所
得
補

償
保
険
に
つ
い
て
、
メ
リ
ッ

ト
な
ど
の
内
容
説
明
が
あ
っ

た
。
　
各
種
共
済
事
業
へ
の
加
入

促
進
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
支
部
と
連
携
し
た
会
員
拡

大
へ
の
取
り
組
み
が
確
認
さ

れ
た
。

（3）第965号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2021年（令和3年）12月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
て
、

不
思
議
な
高
揚
感
に
浸
り
な

が
ら
読
み
進
め
て
し
ま
う
。

　
第
八
夜「
夢
と
年
齢
」で
は
、

運
命
は
受
け
入
れ
る
べ
き
だ

が
そ
の
う
え
で
「
心
の
な
か

に
持
っ
て
い
る
思
い
を
実
現

し
て
い
く
の
が
人
生
」
と
説

く
。
し
か
し
、
も
し
か
し
た

ら
「
自
分
が
し
た
い
こ
と
を

や
っ
て
い
な
い
で
、
そ
れ
を

運
命
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
」
と
も
い
う
。

夕
影
に
佇
む
わ
が
身
を
省
み

る
。

　
生
き
て
い
く
う
え
で
誰
も

が
何
と
な
く
感
じ
て
い
る
疑

問
や
悩
み
に
対
し
て
、
著
者

の
考
え
方
を
示
し
た
一
問
一

答
形
式
の
エ
ッ
セ
イ
集
。
著

者
の
死
生
観
を
軸
に
決
し
て

押
し
つ
け
で
は
な
く
読
者
の

共
感
を
呼
ぶ
よ
う
な
文
体
で

綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め

か
、
あ
た
か
も
読
者
が
自
分

自
身
で
答
え
を
見
出
し
た
か

第
8
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
11
月
10
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回
第
9
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…

12
月
8
日（
水
）午
後
７
時

〈
新
版
〉

夜
明
け
を
待
ち
な
が
ら

五
木
寛
之
著

幻
冬
舎

し
、処
置
方
針
を
組
み
立
て
、

医
療
行
為
の
前
に
ま
ず
会
話

す
る
こ
と
が
改
善
に
繋
が
る

一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、勤
務
医
時
代

に
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
に
叩

き
込
ま
れ
た
経
験
で
あ
り
、

現
在
に
至
り
と
て
も
重
要
な

こ
と
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

―

目
指
す
医
院
像
は

　
地
域
の
患
者
さ
ん
は
勿
論

の
こ
と
、
自
分
の
と
こ
ろ
の

ス
タ
ッ
フ
も
含
め
た
医
療
従

事
者
に
も
受
診
し
た
い
と
思

っ
て
も
ら
え
る
歯
科
医
院
で

あ
り
続
け
る
こ
と
で
す
。

―

ご
趣
味
は

コ
ロ
ナ
禍
で
行
け
て
い
ま

せ
ん
が
旅
行
、好
き
な
曲
を

き
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。

まずは会話することから

寺沢　聡夫 先生
てらデンタルクリニック　小樽・後志支部131131

略歴
青森市出身。1997年に北海道

医療大学を卒業後、同大学保存修
復学第二講座に在籍。その後勤務
医を経て2009年５月に開業。

―

開
業
後
を
振
り
返
っ
て

自
分
に
と
っ
て
余
市
と
い

う
土
地
は
縁
も
ゆ
か
り
も
無

い
場
所
だ
っ
た
た
め
来
院
患

者
さ
ん
が
増
え
る
の
に
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。
自
分
以

外
の
歯
科
医
師
の
先
生
方
の

悩
み
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ス
タ
ッ
フ
確
保
の
面
で

は
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。

し
か
し
お
陰
様
で
現
在
は
患

者
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
に
も
恵

ま
れ
て
診
療
に
充
実
し
た

―

入
会
し
た
理
由
は

保
険
制
度
に
つ
い
て
多
様

な
情
報
を
得
や
す
い
か
ら
で

す
。こ
の
度
友
人
の
強
い
勧

め
も
あ
り
遅
れ
ば
せ
な
が
ら

加
入
し
ま
し
た
。

―

開
業
し
た
動
機
に
つ
い
て

　
長
年
勤
務
医
と
し
て
働
い

て
い
た
中
、
培
っ
た
ス
キ
ル

を
も
っ
て
自
分
の
責
任
で
診

療
す
る
に
は
個
人
で
開
業
す

る
こ
と
が
最
善
と
判
断
し
た

か
ら
で
す
。

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
や

は
り
患
者
さ
ん
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
こ
と
で
す
。「
こ

こ
に
来
て
良
か
っ
た
」
と
い

う
言
葉
は
最
高
の
誉
め
言
葉

だ
と
思
い
ま
す
。

―

診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は

第
一
に
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
、主
訴
を
含
め
た
要
望

を
的
確
に
判
断
、診
断
し
診

療
を
行
う
為
に
患
者
さ
ん
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
で
す
。そ
の
上
で
適

正
な
診
療
で
患
者
さ
ん
自
身

が
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
主
訴
の
把
握
は
意
外
と
難

し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
患
者

さ
ん
と
の
会
話
か
ら
探
し
出

―

今
後
の
目
標
は

大
き
な
目
標
は
掲
げ
て
い

ま
せ
ん
が
、今
後
も
患
者
さ

ん
の
健
康
管
理
に
寄
与
し
続

け
、そ
の
た
め
に
私
自
身
や
ス

タ
ッ
フ
の
健
康
管
理
、経
営
的

に
は
医
業
収
入
を
前
年
以
下

に
は
絶
対
に
落
と
さ
な
い
な

ど
を
日
々
心
掛
け
て
い
ま
す
。

―

最
後
に

保
険
医
会
に
は
保
険
点
数

や
各
種
最
新
情
報
、歯
科
特
有
の

金
属
問
題
等
を
提
起
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
本
来
は
金
の
代
替
金
属
で

あ
る
は
ず
の
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ

ム
合
金
の
高
騰
相
場
に
影
響

さ
れ
る
現
状
が
一
刻
も
早
く

改
善
さ
れ
る
事
を
切
に
願
う

ば
か
り
で
す
。

（
Ｒ
・
Ｔ
）

28

12 19

21

日　時 1月15日（土） 15時～１７時

形　式 オンライン開催（Zoomウェビナーを使用）

講　師 守屋 章成 先生 
名古屋検疫所 中部空港検疫所支所

対　象 医科・歯科会員、会員所属の医療機関職員

申　込 本号同封のちらし、
またはQRコードよりお申込みください。

新型コロナワクチン
最新エビデンスの整理と今後の展望

接
遇
と
電
話
対
応
の

　
　
　
　
　
基
本
を
学
ぶ

接
遇
・
電
話
対
応
マ
ナ
ー
講
座

聞
き
手

事
務
局
田
中

（

）

組織拡大に
　　向け協議
2021年度支部長会

▼
熱
心
に
、耳
を
傾
け
る

　
参
加
者
た
ち



グループ保険受付中

●法人加入は原則全額損金算入できます
●申し込み資格は65歳6か月までの方
●面倒な医師の診査は不要。簡単な告知でお申込みできます
月額保険料［例：会員本人 男性の場合］

（※その他、500万円、1,500万円、2,000万円、4,000万円の保障金額もございます）
●剰余金が生じた場合には配当金としてお支払いします！

昨年度
配当率

52.79％！ 死亡時・高度障害時にお支払いする保険

保険年齢 1,000万円 3,000万円 5,000万円 6,000万円

30歳 950円
1,210円
2,350円

2,850円
3,630円
7,050円

4,750円
6,050円
11,750円

5,700円
7,260円
14,100円

40歳
50歳

北 海 道 保 険 医 新 聞 第965号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2021年（令和3年）12月5日 （4）

審査情報提供事例　その4

　令和３年９月27日に、支払基金本部より第20次審査情報提
供事例が公表された。そのうち、比較的頻度が高いと思われる事
例を紹介する。

取 扱 い ： 原則として、他の病名がなく、乳歯の抜歯手術以外の
処置がない場合、歯科疾患管理料の算定を認める。

理 　 由 ： 口腔を一単位としてとらえ、抜歯対象となった当該歯
のみに限らず、生活習慣、口腔環境の改善を図る継続
管理を評価した歯科疾患管理料の主旨から当該管理
料の算定は認められる。

留 意 事 項 ： 歯科疾患管理料の管理の継続性や必要性に基づき判
断することが必要であると思われる。

理 　 由 ： 歯の破折のみでは、歯を固定する必要性は乏しいと考
えられる。

179　歯科疾患管理料③

取 扱 い ： 原則として、同月に、同一部位に対するう蝕歯即時充
填形成又はう蝕歯インレー修復形成後の知覚過敏処
置の算定を認める。

理 　 由 ： う蝕歯即時充填形成又はう蝕歯インレー修復形成後
に、象牙質に疼痛が発現した場合は、疼痛の軽減を図
るために知覚過敏処置を行うことが臨床上あり得るも
のと考えられる。

留 意 事 項 ： う蝕歯インレー修復形成を算定した部位のインレー
装着と同時に行う場合を除く。

188　知覚過敏処置④

取 扱 い ： 原則として、抜髄又は感染根管処置算定後の同一部
位に対する歯冠修復物又は補綴物の除去の算定を認
める。

理 　 由 ： 抜髄又は感染根管処置後の症状に応じて、歯冠修復
物又は補綴物の除去を行うことが臨床上あり得るもの
と考えられる。

199　歯冠修復物又は補綴物の除去④

取 扱 い ： 原則として、歯冠修復物又は補綴物の除去後に抜歯に
至った場合の歯冠修復物又は補綴物の除去の算定を
認める。

理 　 由 ： 歯冠修復物又は補綴物の除去後に、歯又は歯周組織
の症状等によって、当該歯が保存できずに抜歯手術を
行うことが臨床上あり得るものと考えられる。

200　歯冠修復物又は補綴物の除去⑤

取 扱 い ： 原則として、抜歯手術後に有床義歯を装着した部位に
対する１月以内の有床義歯床下粘膜調整処置の算定
を認める。

理 　 由 ： 有床義歯の装着から１月以内であっても、抜歯手術に
よって顎堤が変化することがあり、有床義歯の装着に
より床下粘膜に異常を来たした場合は、有床義歯床下
粘膜調整処置を行うことが臨床上あり得るものと考え
られる。

201　有床義歯床下粘膜調整処置③

取 扱 い ： 原則として、「歯の亜脱臼」病名で、歯の再植術の算定
を認める。

理 　 由 ： 「歯の亜脱臼」であっても、元の位置に歯が復元できな
い場合等は、歯の再植術を行うことが臨床上あり得る
ものと考えられる。

207　歯の再植術③

取 扱 い ： 原則として、第三大臼歯に対する埋伏歯開窓術の算定
を認める。

理 　 由 ： 第三大臼歯の萌出のため、歯槽骨及び被覆粘膜を切
除する埋伏歯開窓術を行うことが臨床上あり得るもの
と考えられる。

219　埋伏歯開窓術

取 扱 い ： 原則として、「永久歯萌出不全（ＩＰＴ）」病名で、「Ｊ
０１３ 口腔内消炎手術 １ 智歯周囲炎の歯肉弁切除
等」の算定を認める。

理 　 由 ： 永久歯の萌出のため、被覆粘膜を切開する開窓術を
行うことが臨床上あり得るものと考えられる。

210　口腔内消炎手術④

取 扱 い ： 原則として、同日に、同一部位に対するう蝕処置と知覚
過敏処置の算定を認める。

理 　 由 ： 同一歯にう蝕と知覚過敏症が生じている場合は、それ
ぞれに対する処置を行うことが臨床上あり得るものと
考えられる。

184　う蝕処置及び知覚過敏処置

取 扱 い ： 原則として、同日に、同一部位に対する知覚過敏処置
とフッ化物歯面塗布処置の算定を認める。

理 　 由 ： 同一歯にう蝕と知覚過敏症が生じている場合は、それ
ぞれに対する処置を行うことが臨床上あり得るものと
考えられる。

189　知覚過敏処置及びフッ化物歯面塗布処置

取 扱 い ： 原則として、第三大臼歯に対する初期う蝕早期充填処
置の算定を認める。

理 　 由 ： 第三大臼歯であっても歯を保存するために、う蝕の進
行を抑制する目的で初期う蝕早期充填処置を行うこと
が臨床上あり得るものと考えられる。

191　初期う蝕早期充填処置③

取 扱 い ： 原則として、「歯の破折（ＦｒＴ）」病名で、「Ｉ０１４ 
暫間固定 ２ 困難なもの」の算定を認めない。

198　暫間固定④

休業保障にご加入の先生

年内書類締切日のご案内 休業されたら
本会事務局へご連絡ください○掛金払込中断・再開、振替口座変更

　1月27日振替分
◆病気やケガで連続して６日以上休業された
　場合、6日目から給付の対象となります（土
　日祝日含む）。

◆自宅療養や代診がいる場合、医院の休診日、
　有給休暇等の場合にも給付対象です。

※上記締切日につきましては、確実に年内着金等ができるように設定
されております。　締切日以降も順次お手続きいたしますので、締切日
を過ぎて提出された場合にも年内に着金する可能性があります。

○年内一時金請求
年 内 着 金

着金日にかかわらず、年内の手続き完了分は2021年度の課税となり
ます。2022年度の課税をご希望の場合は事前にお知らせください。

共済部から保険医年金に関するお知らせ

※第三者の医師に受診された日以降が給付対象期間となります。

・・・12月20日（月）

・・・12月15日（水）

お申し込み・お問い合わせは、北海道保険医会まで 011-231-6281 011-231-6283


